
Ｃ－３ 産・官・学連携によるエリアマネジメント 

 

 
その他資料 

 

 

 

 

 

・地元採用の企業もある。 

・地元の人は車、自転車通勤が多い。 

・長浜は家賃が高く、また、長浜への電車が少ないため米原以南に住んでいる従業員 

がいる。 

・東京、大阪からの来客は、ＪＲ利用されている。 

 

 

・インターンシップの受け入れを行っている。 

・研究・開発の連携は減少傾向にあるが、今後はタイアップしていきたい。 

 

 

・自然、景観は良いが、商業施設があれば住みやすい町となる。 

・飲食店がないため、昼食が不便。 

・琵琶湖が近いことをアピールできる。 

 

 

・すべてが揃う商業施設を誘致してほしい。 

 ・駅から琵琶湖までをインスタ映えするような魅力的な場所にしてほしい。 

・ビワイチのスタート地点。 

 ・商品開発した物を販売できるような施設を整備してほしい。 

 

 

 ・終電時刻と新幹線との乗継を改善してほしい。 

 ・長浜バイオ大学ドームでのイベント時は臨時電車を増発してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

従業員について 

大学との連携 

田村について 

田村駅周辺整備への要望 

ＪＲへの要望 

サイエンスパーク内各企業の聞き取り状況 
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地域課題である子育て世代の支援、実践的な保育指導の場として実施する事業。 

・参加者が多く、人数制限をかける程ニーズがある。                     

・田村山の活用等を一緒に検討することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

・家ではできない大きい玩具などがある遊び先を求めている。 

・天候等に左右されない屋内、先生や同世代の親子との交流を求めている。 

 

 

 

・通学路の安全確保 

・一般客、講師のための魅力的なカフェ等をつくりたい。 

・周辺イベントで飲食の提供をおこなっている。  

・食堂やバイオ・ショップは長浜バイオ大学生だけでなく、一般客や文短の生徒が 

利用している。 

・ATMや書店がなく、コンビニに生徒が流れている。 

・バイオ・ショップの商品は市場から仕入れを行っている。 

 

 

・１８：３０～１９：００頃の乗車利用が多く、それまでは食堂などで時間を調整し

ている。 

・下宿生は約３２０人で、長浜エリアの下宿生は、ほぼ全員が自転車通学。 

 

田村駅周辺の状況やバイオ・ショップについて 

学生について 

文教短期大学の聞き取り状況 

田村のまちづくりと子育て支援講座（ぶんぶんひろば）との連携について 

子供のあそび場について 

長浜バイオ大学（㈱バイオ・コーポ）の聞き取り状況 


